
平成１５年度当初予算主要事業説明
   一　般　会　計

（１０）　教 育 費

事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所　管

・中学生ダーラム市親善交流派遣事業

　  派遣先　　ダーラム市、ワシントンＤＣ

　  派遣時期　平成15年9月予定（9泊11日）

国 際 親 善 交 流 事 業 9,500 　  派遣人数　24名（中学生19名、指導員5名） 学校教育課

・秦皇島市中学生友好訪問団受入事業

　  受入時期　平成15年7月予定（9日間）

　  受入人数　25名（中学生19名、指導員6名）

小児生活習慣病の発症を予防するため検診と事後指

小 児 生 活 習 慣 病 19,576 導の徹底を図る。 学校保健課

予 防 対 策 事 業   小学４年生 全校(49校)で実施

　中学１年生 全校(18校)で実施

幼 稚 園 児 の 幼稚園（国立・市立・私立）に就園している第３子 教育総務課

保 育 料 の 軽 減 以降の３歳と４歳児の保育料に対して助成を行う。 学校教育課

・教職員研究委託事業

　　教育の今日的な諸課題について、教職員の各種研

　　究会等にその研究を委託し、成果をひろく教育に

教 育 指 導 事 業 8,156 　　活かす。 学校教育課

・小・中連携教育研究推進事業（新規）

　　小・中学校を指定し、地域の特性を生かした小・

　　中連携教育の在り方を研究する。

外 国 青 年 語 学 外国語指導助手（ＡＬＴ）の配置

指 導 事 業 　　１３名

学校図書館専任職員を全ての小・中学校に配置

学校図書館充実事業 39,932 　　非常勤嘱託職員２９名。司書有資格者を配置。 学校教育課

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ スクールカウンセラー（臨床心理士等）の配置

ー 配 置 事 業 　　小学校６校  ４名
学校教育課

18,453

69,284 学校教育課

5,113



事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所　管

・心の教室相談員の配置　　　　　中学校１０校

　　　（スクールカウンセラー配置校以外の学校）

・学校生活支援指導員の配置　　小学校１２校

心 の 教 室 相 談 員 14,865 　　　学校生活で様々な問題を抱える児童を支援する 学校教育課

活用調査研究等事業 　　　指導員（有資格）を派遣する。

・サポートチームによる地域支援システムづくり

　　　サポートチームを組織し、問題行動等をおこす

　　　児童生徒を支援するなど、地域における支援シ

　　　ステムづくりについて調査研究を行う。

地 域 ぐ る み こ こ ろ の 中学２年生が、５日間学校を離れ、地域の人々の協力

教 育 推 進 事 業 12,000 を得て職場体験活動や、ボランティア活動等を行う。 学校教育課

［ １ ４ 歳 の 挑 戦 ］ 　１８校(全２年生)で実施

地域へ出かけたり、地域の方に学校へ来ていただいた

りする学習や、地域や学校の特色を生かした「総合的

総合的な学習の時間 10,604 な学習の時間」の円滑な実施を推進する。 学校教育課

等 支 援 事 業 ・英語活動指導助手の配置（小学校） ２名

・総合的な学習の時間支援

       小学校８校、中学校２校

ＬＤ（学習障害）等の障害のある児童生徒が在籍する

障 害 児 支 援 活 動 609 通常の学級に対し、ボランティアを派遣し、学級担任 学校教育課

推 進 事 業 と協力して学校生活の補助などを行い、指導の効果を

高める。　　小学校１０校に派遣

不登校生徒相談支援 校内適応指導教室指導員の配置

事 業     中学校６校、６名（２名増員）

適 応 指 導 教 室 不登校の児童生徒の心の回復を図るために援助・支 教 育

運 営 事 業 援を行う。 セ ン タ ー

カ ウ ン セ リ ン グ 教育センターや適応指導教室へ相談に来室する児童・ 教 育

推 進 事 業 生徒・保護者等に対して、臨床心理士が指導助言を行 セ ン タ ー

うなど、指導体制の確立を図る。

6,245

7,686 学校教育課

9,824



事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所　管

小学校では平成１７年度を目標に、

  ①コンピュータ室に児童２人に１台を

　　　　　　　　　　児童１人に１台に

教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ 236,267   ②各普通教室に２台 教育総務課

整 備 事 業   ③特別教室等用に学校ごとに６台

（ 小 ・ 中 学 校 ） を整備する。

中学校では平成14年度までに、

  ①各普通教室に２台

  ②特別教室等用に学校ごとに６台

の整備が完了した。

学 校 図 書 館 小・中学校において、児童生徒のより一層の主体的・

図 書 整 備 事 業 60,058 積極的な学習活動と読書活動が展開できるよう学校図 教育総務課

（ 小 ・ 中 学 校 ） 書館図書の整備・拡充を図る。

教育施設の維持管理と一層の整備・充実を図る。

小 ・ 中 ・ 幼 施 設 257,600 　小学校　148,000千円 施 設 課

整 備 事 業 　中学校  106,600千円

　幼稚園　　 3,000千円

・岩瀬小学校（平成１４～１５年度継続費）

  （全体計画）

    13年度 基本・実施設計、地質調査、耐力度調査

    14年度 既存校舎解体・改修及び新校舎建設

小学校校舎改築事業 933,740 　　　　　　(Ⅰ期) 施 設 課

    15年度 既存校舎解体及び新校舎建設（Ⅱ期）・

           外構整備等

  （規    模）

 　 校舎ＲＣ２階建   ３，４４５㎡、

　　　継続費総額　１，１１９，０００千円

　　　14年度 447,600千円、15年度　671,400千円

・大広田小学校移転校舎改築実施設計等委託料

　　　校舎　6,776㎡　体育館　1,568㎡

・東部小学校

小 学 校 プ ー ル 建 設 80,000 　　プール建設（25ｍ×11.8ｍ） 施 設 課

事 業 　　旧プール解体工事等

呉羽中学校改築基本設計等委託料

中学校校舎改築事業 35,000 　　基本設計、地質調査、測量設計委託 施 設 課



事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所　管

給 食 セ ン タ ー 新学校給食センターにおける調理･洗浄等業務につい

管 理 事 務 費 て、経済性・効率性を考慮し民間委託を実施する。

少子化、女性の社会進出などに対応し、幼稚園が幼児

幼 稚 園 子 育 て 8,934 教育センター的役割を担い、子育て支援を充実する。 学校教育課

支 援 事 業 ・預かり保育事業（延長、夏季）　全９園で実施

・親子サークルの開催　　全９園で実施

（ 新 規 事 業 ） 小・中学校の学校説明会や保護者会等の機会を利用し

児 童 期 ・ 思 春 期 「児童への基本的生活習慣の身に付けさせ方」や「思

子 育 て ア ド バ イ ス 1,380 春期の子どもの問題行動への対処方法」など、子育て 生涯学習課

講 座 アドバイス講座を開催する。

　　実施場所　市内全小・中学校

平成15年度から、地域のニーズに応じた学習や活動を

柔軟かつ弾力的に実施できるよう、「基本講座」と「

ふ る さ と づ く り 18,715 選択講座」の区分を設けて委託する。 生涯学習課

推 進 事 業 ・各校区一律12回以上の講座開催を、基本講座６回＋

　募集方式による選択講座（３回以上)の公民館ふる

　さと講座に改編する。

・街角などにおいてガラス作品を展示する計画を推進

　するため、規模とエリアの検討を行う。

ガラ ス の 里 推進 事業 5,999 ・ガラス造形の啓発と「ガラスの街とやま」を内外に 生涯学習課

　アピールするため「北陸の作家たち『グラスワーク

　ス２００３』」を開催する。

・埋蔵文化財調査を実施する。

埋 蔵 文 化 財 調 査 162,576 　　県営畑地帯総合整備事業地内遺跡発掘調査 埋蔵文化財

事 業 　　富山城址公園内試掘確認調査　等 セ ン タ ー

・「郷土博物館館蔵品名品展」

　　耐震改修工事前の最後の特別展として、郷土博物

展 示 普 及 事 業 13,890 　　館の名品などを紹介する。 郷土博物館

（ 特 別 展 開 催 事 業 ） ・「陶磁研究家　小山富士夫の目･技・交友展」

　　佐藤記念美術館２周年記念事業。小山富士夫の生

　　涯を回顧し、東洋陶磁の名品や小山氏と交流の深

　　かった陶芸家の作品などを紹介する。

152,362 学校保健課



事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所　管

・郷土博物館（富山城）の耐震改修工事

　　 平成１５～１６年度継続費

　 （全体計画）

　　13年度　建物調査（地質・躯体・外壁等調査）

            基本設計（耐震補強計画の評定・設備

　　　　　　仕様等計画）

博 物 館 215,123 　  14年度　実施計画（耐震補強実施設計） 郷土博物館

整 備 事 業 　　15･16年度　耐震補強改修工事

　（規　　　模）

　　地上４階　鉄筋コンクリート造　　　1,070㎡

　　　　継続費総額　　　　　　　1,000,000千円

・ディスプレイ懇話会の開催

・富山城関係歴史資料調査の実施

 ・「富山の薬―反魂丹」

　　富山売薬の代表薬である、反魂丹の歴史や使われ

展 示 開 催 事 業 7,500 　　た薬種等について紹介する。 民俗民芸村

・「越中の民画」

    越中で作られ、越中の庶民に親しまれた陶画、漆

　  絵、絵札など、各種の民画を紹介する。

・蔵書目標　６４万冊（市民１人当り２冊）

蔵 書 充 実 事 業 60,000 　　　　約６３．２万冊 図 書 館

・情報社会に対応した図書館システム機能の拡充を図

図 書 館 ネ ッ ト ワ ー ク 24,391 り、利用者用インターネット端末の設置や電子図書の 図 書 館

事 業 情報提供を進める。

・インターネットによる貸出予約の受付をはじめる。

・常設展の展示替え（全館）

　　富山の自然のアイデンティティを鮮明にし、多く

　　の人が多角的に活用できる、特徴的な展示室への

展 示 事 業 23,000 　　更新に向けて基本設計を行う。 科 学 文 化

・企画展について セ ン タ ー

　　自然や科学に関する理解を深めてもらうため、特

　　別展「からくり」や「毒虫・寄生虫展」をはじめ

　 　　各種企画展示を行う。

（ 新 規 事 業 ） ノーベル化学賞を受賞された田中耕一氏の功績を紹介 科 学 文 化

田 中 耕 一 氏 紹 介 2,500 するコーナーを設置し、偉大な科学者の姿を知っても セ ン タ ー

コ ー ナ ー 設 置 事 業 らうことにより、市民や子供たちの夢と希望を育む。



事　業　名 予算額 概　　　　　　　　　　　　要 所　管

（ 新 規 事 業 ） 田中耕一氏のノーベル賞受賞を記念して、児童生徒を 科 学 文 化

ジ ュ ニ ア 科 学 賞 1,000 対象とした新たな賞を設け、子供たちの創造性と地道 セ ン タ ー

事 業 に努力する姿勢の育成に資する。

・一般・創作・ガラス工芸の３コースで、５６講座を 市 民 学 習

市 民 大 学 開 設 事 業 20,786 　開設する。 セ ン タ ー

・若者夜間創作工芸講座３講座を開設する。

平成22年に富山県で開催予定の「全国スポーツ・レク

リエーション祭」に向け、「富山市民スポーツ・レク

富 山 市 民 ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ ･ 2,500 リエーション祭」の充実を図る。 体 育 課

ﾚ ｸ ﾘ ｴ ｰ ｼ ｮ ﾝ 祭 事 業 　（種目）

　　躍動美の祭典

　　ビーチボール他７種目

富山市総合体育館や富山市民プールを活動拠点とした

総 合 型 ス ポ ー ツ 1,200 クラブ、あるいは、学校体育施設を活動拠点とした地 体 育 課

ク ラ ブ 事 業 域単位クラブの創設に向け、研究会等を開催し、その

啓発・育成に努める。


